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①PPAを活用したカーシェアリングサービス
・令和4年度に実施した「公共施設への再生可能エネルギー導入事業」と、新たに「カーシェアリング

サービス」（市民向け及び職員向け公用車）を組み合わせた事業の実施を検討
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②Jクレジットの活用
・国の「Jクレジット制度※」を活用し、各家庭の太陽光発電設備から生み出される二酸化炭素排出

削減量（＝環境価値）をとりまとめ、クレジット化することによって、環境価値の見える化を図り、
発行されたクレジットを市内の地球温暖化対策等に活用することを検討

※ Jクレジット制度とは
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用による二酸化炭素排出量削減や、適切な
森林管理による二酸化炭素等の吸収量をクレジットとして国が認証する制度
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③GX（グリーントランスフォーメーション）の推進
・化石燃料に頼らず太陽光など自然環境に負荷の少ないエネルギーの活用を進め、二酸化炭素排出量を

減らす活動を経済成⾧の機会にするために世の中全体を変革していく取り組みについて調査、研究を
行う

・公共施設マネジメントと連携し、公民連携手法を活用した施設の最適配置を検討する際にGXの視点
も取り入れながら検討を進める

④公共施設のLED化（LEDリース事業）
・公共施設のLED化を推進
・令和5年度は、24時間電気使用量が多い消防施設において、一括リース方式を活用して、実証的に

導入を実施

⑤地球温暖化対策実行計画の策定
・改正地球温暖化対策推進法において、再エネ利用促進等の施策の実施、及び施策の実施に関する目標

を定めるよう努めることになっていることから、桑名・員弁広域連合、環境対策課と連携し、令和４
年度から５年度の２か年で計画を策定


